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研究成果の概要（和文）： 
 マイケル・ポラニーは、ハンガリー生まれの科学者である。しかし、彼についての歴史研究
は、後半生の哲学者としての側面に偏っていた。本研究では、彼の物理化学者としての姿を詳
しく明らかにした。ポラニーは、ギムナジウム時代から、物理化学に興味を持っていた。彼の
ブダペスト大学の博士論文は、吸着ポテンシャルを主題としたものだ。その背景には、化学反
応の物理学的理解の探求がある。マンチェスター時代の反応速度論研究は、これと同一線上に
あった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Michael Polanyi was a Hungarian-born scientist.  However, historical research on him 
has focused mainly on his philosophy in his later life.  The present research elucidates 
Polanyi as a physical chemist in detail.  Even in his gymnasium period, Polanyi was 
interested in physical chemistry.  The subject of his doctor dissertation at Budapest 
University was adsorption potential.  Its aim was to pursue physical understanding of 
chemical reaction. Chemical kinetics, Polanyi’s research interest during Manchester period, 
lies on the same line of it. 
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１．研究開始当初の背景 

ハンガリー生まれのマイケル・ポラニー

（ポランニーとも、1891-1976）は、今日で

は哲学者・思想家として最も良く知られてい

る。暗黙知の次元をめぐる彼の科学哲学は、

今日のイノベーション論にまで影響を与え

ているほどである。彼はまた、「科学の共和

国」を思想的に擁護した人物でもあった。 
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 しかしながら、マイケル・ポラニーは元来

物理化学者であり、彼の科学論文の総数は、

200 編を超える。哲学者に転身しなければ、

彼はノーベル賞確実な科学者であったとさ

れる。 

 マイケル・ポラニーの科学者としての人生

は、波乱に満ちている。父親が事業に失敗し

たため、彼は最初、医師として出発しなけれ

ばならなかった。だが、科学者への夢を捨て

られなかった彼は、ドイツのカールスルーエ

大学を経て、ブダペスト大学で 1917 年に物

理化学の博士号を取得。1920 年、フリッツ・

ハーバーの誘いでベルリンのカイザー・ヴィ

ルヘルム繊維化学研究所に奉職する。ここで

彼は、Ｘ線回折や結晶の研究を行った。だが、

ナチの台頭によってポラニーはベルリンを

去ることを余儀なくされ、1933年に英国マン

チェスター大学の物理化学部門に就職した。

ここでは、特に反応速度論において優れた研

究を行った。 

 第二次世界大戦に向かう政治的・思想的激

動の中で、彼は 1935 年ごろから哲学・思想

関係の出版活動を行うようになる。ついに 48

年、マンチェスター大学の社会科学部門にポ

ストを得て科学者をやめ、本格的に哲学・思

想の研究に乗り出した。『個人的知識』や『暗

黙知の次元』といった著作は、この時期以降

のものである。 

このようなポラニーの後半生の哲学・思想

活動は、前半生の科学者としての活動と無関

係であったとは考えにくい。にもかかわらず、

従来のポラニー研究は、彼の後半生に焦点を

当てたものがほとんどである。科学に関係す

るものとしては、科学史・科学哲学関係の論

文が若干含まれる程度である。科学史研究分

野の主要なデータベースでポラニー研究全

体を検索しても、ポラニーの自然科学研究を

扱ったものは数編（例えば Mary Joe Nye に

よるもの）しかなく、そのいずれもが、概論

のレベルにとどまっている。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、第一に、ベルリンおよび

マンチェスター時代のマイケル・ポラニーの

自然科学研究がいかなるものだったかを、そ

れ自体として明らかにすることにある。すな

わち、ポラニーは、どのような科学研究伝統

の文脈の中で、どのような科学者と相互作用

しながら、いかなる科学研究活動を具体的に

展開したのか。また、彼の科学研究は、周囲

の科学者やその後の科学の発展にどのよう

な影響を与えたのかを解明する。 

 本研究の第二の目的は、ポラニーの前半

生の自然科学研究が、彼の後半生の思想・哲

学研究とどのように関係するのかを解明す

ることである。例えば、暗黙知の次元という

ポラニーのアイディアは、彼の自然科学研究

での方法に由来するのではないか。あるいは、

科学の自由を彼が強調したことは、カイザ

ー・ヴィルヘルム協会の研究所での研究体験

にあるのではないのか。このようなことを明

かにすることを目指す。 

 
３．研究の方法 
マイケル・ポラニーの自然科学研究の展開

を分析する際の困難は、彼の科学業績がまと

まったものとして公刊されていないこと、そ

して何よりも、彼の書簡や草稿類が出版され

ていないことにある。 

しかし、ポラニーの草稿類のかなりの部分

が、シカゴ大学ジョセフ・レゲンスタイン図

書館のポラニー・アーカイブに収められてい

る。このアーカイブには、ベルリン時代に、

ポラニーがニールス・ボーアやオットー・ハ

ーンらの科学者とやりとりした書簡が含ま

れる。これに加えて、いくつかの資料が、ハ

ンガリー、ブダペストの国立セーチェニ図書



館のアーカイブ、およびベルリンのマック

ス・プランク協会（カイザー・ヴィルヘルム

協会文書館）にある。本研究では、ポラニー

が公刊した論文とともに、上記シカゴとブダ

ペストのアーカイブ資料についての包括的

調査と読解を併せて行うことで、ポラニーの

自然科学研究の全体像の解明をめざした。さ

らに、ネバダ大学に関係する資料があること

が分かったので、その分析も行った。 

 
４．研究成果 

まず、研究の各年度での成果を簡単にまとめ

る。平成 21（2009）年度には、米国に 1 回、

ハンガリーに２回調査に出向き、ポラニー関

係の資料の概要を調査するとともに、関連研

究者の助言を得た。シカゴ大学付属ジョゼ

フ・レゲンシュタイン図書館では、ポラニー

関係の資料ボックスを調査した。総数 60 箱

のうち、インデックスがありマイクロフィル

ム化されているのは、46 箱だけと判明した。

残りの箱には科学関係の資料が含まれてお

り、インデックスを作成する必要があること

が分かった。ハンガリーでの調査では、ブダ

ペスト工科大学の教員から、シカゴ大学のマ

イクロフィルム（インデックスのあるもの）

については、電子化(DVD)されていることを

教えられた。さらに、ご厚意で現物をいただ

くことができた。ハンガリー国立図書館（セ

ーチェニライブラリー）にあるポラニーの書

簡を調査したが、簡単な私信に限られていた。 

平成 22（2010）年度夏には、ベルリンのマ

ックス・プランク研究所にある KWG（カイザ

ー・ヴィルヘルム協会）文書館でポラニー関

係の文献を探索した。だが、数点の私信が残

されているだけだった。他方、前年シカゴに

同伴した研究協力者の古谷紳太郎君（中島の

指導学生）が夏に渡米し、シカゴ大学を再訪

問して科学関係の箱のインデックスを作成

してくれた。これについては、解題を加えて、

次年度に共著として研究室紀要に出版した。

古谷君はこの渡米の際に、ネバダ州立大学リ

ノ校の図書館の調査も行った。2005 年出版

の William Scott, Martin Moleski, Michael 

Polanyi (Oxford UP )の作者の一人 Scott が

ネバダ大学に勤務していたためである。ここ

で古谷君は、Scott がこの伝記を作る際に作

成した草稿を発見した。Scott が亡くなった

後に、神学者の Moleskiがこの草稿に基づい

て上記の伝記を出版した。発見した草稿の分

析を進めることで、伝記出版の際に、Moleski

が科学の部分をかなり省略していることが

判明した。年明けには、ポラニーが後半生を

送ったマンチェスター大学を訪問した。図書

館でポラニー関係の文献調査を実施し、ポラ

ニーの周辺の人物のポラニーの記録を見い

だすことができた。だが、図書館のピーター

ス司書も、ポラニー自身の科学実験ノートな

どは存在しないとのことだった。これについ

て、息子のジョンに直接問い合わせることに

してそれに成功したが、彼も実験ノートは知

らないということであった。実験ノートにつ

ては、探索を続けているが、発見の可能性は

低いと思われる。 

 平成 23（2011）年度は、東日本大震災の影

響で、海外に調査にでかけることができなか

った。だが、すでに主な文献は入手したと判

断したので、これらとポラニーの刊行論文な

どの分析に進んだ。 

平成 24（2012）年度も、この作業を継続し、

その成果を投稿論文としてまとめる作業に

着手した。 

 以上のような調査分析を通じて明らかに

なったのは、以下のことである。 

ナイなどの先行研究によれば、ポラニーは、

ブダペスト大学のタングルの元で物理化学

に興味を持ったことになっている。だがポラ

ニーはタングル研究室に在籍する以前から



物理化学の研究に関心を持っていたことが

分かった。タングルの物理化学研究とされる

ものは主に医学におけるコロイド研究であ

り、ポラニーの吸着ポテンシャルの研究には、

必ずしもうまく接続しない。ポラニーは化学

熱力学への関心を大学入学以前から持って

おり、この方面から物理化学に最初に近づい

た。それがタングルの目にとまったと考えら

れる。 

 ブダペスト時代、ポラニーの物理化学への

関心は、化学反応の物理学的理解に向けられ

た。彼の博士論文主題である吸着ポテンシャ

ルの理論は、その上で理解されるべきである。

その背景にあった関心は、界面での化学反応

の物理的取り扱いであった。マンチェスター

時代の反応速度論も、同じ線上にあると思わ

れる。そう判断する理由は、ベルリン時代の

ポラニーがネルンストやアインシュタイン

と交換した書簡である。そこで彼は、熱力学

や後に量子力学となるものの化学反応への

応用に関心を示していた。 

このように理解すると、一見まとまりのな

いポラニーの科学研究にも、背後に一貫した

問題意識があったことが分かる。ベルリン時

代に彼は X線回折と金属の可塑性の研究をし

ているが、これは業務として研究所から与え

られたものであった。 

なお、以上の研究結果については、研究協

力者の古谷紳太郎君の博士論文研究および

彼との討論に相当の示唆を得たことを付記

する。 

今回の研究では、ポラニーの化学者として

の業績を明らかにするという第一の目的は

達成できた。しかし、これと彼の後半生の思

想・哲学研究がどのように関係するのかを解

明するという第二の目的については、その解

明のための基礎を据えるにとどまった。 
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